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本章では、教育ビジョンの策定にあたり、社会状況の変化を概観した上で、教育

をめぐる現状と課題を明らかにしています。 

また、明日のかながわを担う人づくりを進める際に、必要と考える観点を併せて

整理しました。 

１ 社会状況の変化 

教育ビジョンの策定当時において、次のような状況の変化が見られました。 

（１） 少子高齢化の進行と人口減少社会の到来 

（２） 国際化と情報化の進展 

（３） 産業・就業構造の変化 

（４） 地方分権改革の進展 

（５） 多様な主体との協働・連携の拡大 

２ 教育をめぐる現状と課題 
 

（１） 子どもの思いと育ちの姿 

 

子どもたちは、いつの時代にあっても、常に大きな可能性に満ちた存在です。

自分に自信がもてれば、新たなことに興味・関心を抱き、積極的に周囲にはたら

きかけ、多くのことを吸収し、自分のものにしていくことができます。これは、

まわりの大人のかかわり方や社会のあり様から、大きな影響を受けやすい存在

ということでもあります。 

平成 17 年度の神奈川県教育委員会「教育に関する学校関係者向け意識調査」

によると、大人から見た子どもの印象と、子どもが自分自身をどう思うかについ

ては、その意識に大きな差があります。たとえば、「ねばり強さがある」や「社

会に役立とうとする心や公共心がある」などの項目では、大人が感じている以上

に、子どもたちは前向きな思いを抱いています。 

子どもたちの表面的な言動に、ともすると大人は目を向けがちですが、子ども

の内面にある思いや願いへの理解をもっと深める必要があります。 

また、子どもたちは、乳幼児から小・中・高校生と成長していくに従い、まわ

りの人たちや社会とのかかわりを通して、自分づくりをしていきます。その過程

で、多くの課題に直面し、様々な悩みをもちながら、自らを見つめ直していくも

のです。 

こうした過程は、子どもたちにとって自然なことであり、それを乗り越えて、

自分らしく生きる力を培うことに対する支援が、周囲の大人には求められてい

るのです。 

 

(課題) 子ども一人ひとりの思いと育ちの姿を、家庭、地域、学校などのまわ

りの大人がしっかりと見つめ、心の通い合う関係を築きながらかか

わっていくことが重要です。 
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振り返って、今の子どもたちを見ると、自己肯定感＊をもてなかったり、友だちな

どと人間関係が上手く築けなかったりする子がいます。また、将来や友だちのこと

などで、様々な悩みやストレスを抱えている子や、学習意欲を失っている子なども

います。 

さらに、不登校やいじめなどは減らず、人格や生命の尊厳を傷つける程までに

深刻化するものもあり、事態は極めて厳しい状況にあります。また、学校生活に

なじめず、中途退学をする者もいます。 

一方、子どもたちの体力や運動能力は低下傾向にあり、食生活の乱れや肥満傾

向にある子どもも増えています。 

人づくりを考える上では、このような子どもの深刻な状況にも適切に対応し

ていくことが求められています。 

 

(課題) 子ども一人ひとりが抱える、いじめをはじめとする様々な課題に対

して、柔軟で迅速かつ適切に対応できる、組織的な体制づくりが必要で

す。 

 

（２） 家庭の教育力の低下 

 

核家族化や少子化が進行し、子どもたちが家庭の中で、きょうだいと切
せっ

磋
さ

琢
たく

磨
ま

したり、祖父母の経験から学んだりする機会は著しく減少しました。親※の子育

ても、自身の経験の中にそのモデルを見いだすことが難しくなり、手探り状態で

行わざるを得ない状況も生まれており、家庭の教育力が低下したと考える人も

多くいます。 

また、無責任な放任や過保護・過干渉は以前より多く見受けられるようになり、

虐待を受ける子どもも増えています。 

家庭はすべての教育の出発点として、暮らしの営みを通して、子どもが基本的

な生活習慣＊や規範意識を身に付け、家族への信頼感や思いやる心をはぐくむこ

とで、学校や社会での幅広い学び合いの基盤を築くという、重要な役割を担って

います。 
※「親」とは、血縁関係の親のみならず、広く子どもの養育を担う大人のこと 

 

(課題) 家庭での子育てや教育を改めて見つめ直し、次代を担う子どもを育

てることの大切さを共有できる環境づくりが必要です。 
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（３） 地域の連帯感の希薄化 

 

都市化や核家族化の進行、共働き世帯の増加や、少子化の進行などにより、異

年齢の子ども同士や異世代の人との交流が減少し、隣近所や地域の連帯感が希

薄化してきました。 

子どもたちが豊かな学びを実感するには、家庭や学校以外にも、身近な学びの

場や子どもの居場所が必要です。 

 

(課題) 学び合い、教え合うことから生まれる、協働と信頼に根ざした新しい

地域の姿の創出が求められています。 

 

（４） 様々なニーズへの対応が求められる学校 

 

学校では、社会状況の変化や、子どもたちの様々な育ちを背景に、一人ひとり

の個性や教育的ニーズに応じた適切な指導・支援を行うとともに、家庭や地域か

らの多様化するニーズに迅速かつ的確に応えていく必要があります。 

そのため、教職員には、これまで以上に高い自覚と責任、専門性などが求めら

れています。 

教職員はそうしたことに意欲的に取り組んでいますが、このような様々な

ニーズに対応することに追われ、子どもたち一人ひとりに向き合うことや、教材

研究、自己研さんを積むことに十分な時間を確保できにくくなっている面もあ

ります。 

さらに、発達障害＊など、多様な支援を必要とする子どもも以前より増えてお

り、このような視点からの対応も求められています。 

 

(課題) 教職員が子ども一人ひとりにしっかりと向き合える学校運営や、教

職員同士が課題や目標などを共有し、個々の経験や持ち味を生かし合

い、一体となって取り組むことのできる、組織力の高い学校づくりを進

めていく必要があります。 
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（５） 生涯を通じた「学び」への対応 

 

人は、大人になっても学び続けることで、生涯にわたり成長し、発達し続けま

す。 

これまでも、生涯を通じた学習や、スポーツや文化活動の考え方が浸透し、活

動の機会が広がってきましたが、団塊の世代＊を含め今後ますます高齢化が進む

中で、生きがいをもち、心豊かにうるおいのある人生を送りたいという県民の思

いや願いは、一層高まることが見込まれます。 

 

(課題) 働く人や高齢者など、だれもがどこの地域でも気軽に学び続けるこ

とや、学び直しのできる場や機会をつくることが必要です。 
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３ 人づくりにおいて踏まえるべき観点 

 

「人づくり」とは、あたかもモノづくりのように、人を予定された形に仕立て

ることではありません。人は、生まれた時から、すでにそこに「在る」存在なの

ですから、モノのように「つくる」ことはできません。 

「人づくり」とは、「絶えず自らを磨き、新たな自分へと更新していく、『自分

づくり』を支援していく営み」だと考えます。 

この項では、このような意味での「人づくり」について、成長の中で身に付け

ていくべき内容、「人づくり」と社会との関係、「人づくり」へのかかわり方、と

いう３つの観点から整理を行いました。 

 

 

（１） 不易と流行を踏まえた人づくり 

 

子どもたちが個人として成長するだけでなく、社会の構成員として身に付け

ていく必要のあるものには、時代を超えて変わらない価値のあるもの（不易）と

時代の変化に柔軟に対応して身に付けていく必要のあるもの（流行）があります。 

不易には、健康と基礎的な体力、豊かな人間性や他人を思いやる心、生命
い の ち

を大

切にし、人権を尊重する心、正義感、郷土を 愛
いつく

しむ心、学ぶ意欲や態度、そし

て「読み・書き・計算」等の基礎・基本に基づき、自ら学び、考える力などがあ

ります。 

流行には、国際化・情報化への対応や、環境問題への理解などに向け、具体的

な教育活動を通して、獲得していく資質や能力があり、それらは時代の要請を的

確に見極め、今後とも積極的にはぐくんでいく必要があるものです。 
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（２） 世代を超え、循環する人づくり 

 

一人ひとりが成長の過程で学んだ成果は、自分づくりを豊かなものにすると

ともに、他の人の自分づくりにも様々な形で生かされていくものです。 

親子の関係でいえば、子育てをする親は、自身の親との関係の中から学んでき

たものを基盤としつつ、まわりの人や社会とのかかわりの中で学びを深めなが

ら、次の世代を担う子どもたちを育てていくものです。 

つまり、人づくりとはその人ひとりを育てることにとどまらず、世代を超え、

循環しながら少しずつ、次の社会の形成に大きな影響を与えているのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 協働・連携による人づくり 

 

人づくりは、まず家庭から始まり、その後、成長に応じて、世界を広げながら、

地域・学校・社会へと様々な場面で行われます。 

とりわけ、現代の社会状況の中で、

人づくりが真に効果をあげるためには、

自発的・自主的に取り組む人々や、地

域や社会で積極的な役割を果たそうと

する企業などとも力を合わせ、互いの

持ち味を生かし合いながら、協働・連

携を進めることがたいへん重要だと考

えます。 

 

 


